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研究成果の概要（和文）：ことばの教室への入級審査のためのチェックリスト作成において、専門家への相談歴
等についての回答は、その後のことばの教室の利用を予測できる可能性があり、情報を得ておくことは有効であ
ることが確認された。担当教員による回答から、言語障害以外に発達障害等を対象とした指導も行っている現状
が明らかにされ、発達障害に関する項目を設定することの重要性についても示唆された。本チェックリストの言
語障害の項目については通常学級の児童との差が明らかであり、判別可能であると考えられた。本チェックリス
トを使用することで通級に通う必要のある児童を、ある程度検出できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In preparing a checklist for screening for admission to resource room for 
speech-language disorders , it was confirmed that information on the history of consultation with 
specialists may be useful in predicting subsequent use of the resource room. The responses of the 
teachers revealed that they are currently teaching students with developmental disabilities in 
addition to speech-language disorders, suggesting the importance of including items related to 
developmental disabilities. The differences between the speech-language disorder items in this 
checklist and those of children in regular classes were clear, and it was considered possible to 
discriminate between these two groups. It was suggested that this checklist could be used to detect 
children who need to attend classes to some extent.

研究分野：音声言語障害学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的な意義としては、言語障害の通級指導教室に通う児童と一般の児童の間で、就学前の健康診査や相談歴
の状況において違いがみられたこと、言語障害だけでなく発達障害のある児童も指導の対象になっていた現状が
明らかにされたことが挙げられる。
　社会的な意義については、言語障害を主訴として指導を受ける通級を判断するために教育現場で使用可能な評
価用ツールを作成したことである。本チェックリストは、現在、通級を利用する児童とそうでない児童の言語障
害の有無を判別が可能であることが検証された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）ことばの教室における言語聴覚士によるコンサルテーションとアセスメントの必要性 
言語障害特別支援学級あるいは通級指導教室（通称「ことばの教室」）には、児童を指導する教
員が存在しながら、以下 2 点の理由で児童の障害の専門的な把握については言語聴覚士の協力
を必要としている。 
① ことばの教室において経験年数が 3 年以下の教員が 46.5％に及ぶことが挙げられる（久保
山，2017）。 
② さらに、担当教諭において特別支援学校教諭免許状を有する者は 45.0%であることも影響す
る（久保山，2017）。 
この実態の改善は喫緊な課題であるが、実際には今すぐに制度を変更できる状態ではなく、現
状を踏まえながら、教員と言語聴覚士がうまく連携を取る方策を思案する必要に迫られている。 
特に、言語聴覚士の専門性としてアセスメント能力を期待されている点（松本，2015）から考え
ると、児童の入級を審査するアセスメントに貢献できる可能性は高い。 
比較的ベテランの教諭が集まりやすいといわれる東京都内のことばの教室においても、入級審
査時のアセスメント内容には以下のような問題がある。 
① 課題自体が旧く、現代の子どもの環境に即していない絵や単語等の刺激が多く難解なため、
子どもの注意集中が困難である。 
② 検査内容はベテランでない一般的な教諭が実施するには専門性が高い。 
以上の問題を改善するために、言語聴覚学を専門とする専門家が入級審査用の評価ツールをリ
ニューアルすることは意義があると考える。 
 
（2）「ことばの教室」に入級する児童の実態とは 
現在、ことばの教室の実態として単独の障害ではなく、複数の障害を併せ有する事例が増加し
ていることが報告されている（吉田，2011; 久保山, 2017）。その具体的な調査結果として、発達
障害の診断を有する児童の割合が 10.2%、診断はないが担当者からその傾向があると評価され
た児童は 19.5%にのぼるという報告があり（藤井，2016）、入級時に整理されるべき問題が複雑
化する傾向にあることも予想される。 
吉田（2011）は、ことばの教室での重複の事例を取り挙げ、主訴の解決だけに注目し、その背
景にある重要な問題を見逃すことになる危険性を指摘した。 
発達障害を併せ有する場合、「ことばの教室」と「自閉症・情緒障害通級指導教室」のどちらへ
の措置が適切であるか、現段階では適格な判断基準はない。この判断が入級時のスクリーニング
結果で適切になされることは、指導効果に直結し、児童の学校生活での QOLの向上にも大きく
関わるだろう。 
 
（3）複数の障害を併せ持つ事例に関する海外での報告 
 アメリカでは併存する言語障害についての疫学研究は進んでいる（Briley & Ellis, 2018他）。
一方、併存障害に関する現場での支援についてはスクールクリニシャンの実践報告が日本より
多い。例えば，吃音と構音障害を併せ持つ場合、両障害の指導を平行して行う“Blended 
treatment”と、吃音に対して直接的に介入し構音障害は間接的に行う方法（Rutner,1995）等
の実践が報告される。 
 
（4）ことばの教室における「音声障害」支援の視点を入れることの重要性 
 日本のことばの教室では主に、言語発達障害、吃音、構音障害の三つが主な支援対象とされ、
音声障害については範疇ではなかった。声の評価は GRBAS 尺度を用いて聴覚的印象で評価す
るものであり（牧山，2012）、ことばの教室でも評価の実施が可能である。この小児のガラガラ
声といわれる「嗄声」はいじめにもつながりやすいとされ、適切な対応が求められるが、現状で
はアセスメントの対象ではないことは問題であり、評価の視点に取り入れたいと考える。 
 
２．研究の目的 
ことばの教室・通常学級の児童を対象に、発話・言語能力の包括的アセスメントツールを作成
することを目的とする。 
① 対象となったことばの教室の児童について、教員に尋ねた診断名・評価の結果を示し、障害
種の傾向を確認する。 
② 保護者に行った「相談歴に関する項目」の回答結果から、どの項目が、入級時のスクリーニ
ングとして、児童側の支援ニーズの有無を明確に判別し得るのか、ということを明らかにす
る。 
③ 本研究で使用した保護者による言語発話障害に関するチェック項目の集計結果と、ことばの
教員から聴取した指導対象の比較を行い、当該項目の妥当性を検討する。 
④ 本研究で使用した項目の集計を行い，通常学級に在籍している児童と通級指導教室に通う児 
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童で保護者記載の問診項目の比較を行う。 
⑤ ④により、指導が必要な児童をスクリーニングできるかどうかについて、基準値を設定する
ことで検討を行う。 
  
３．研究の方法 
言語障害の専門家８名により入級の適切さをスクリーニングするためのチェックリスト項目を
作成した。質問紙の構成は，相談歴 10 項目，自閉スペクトラム症（ASD）4 項目，注意欠如・多
動性障害（ADHD）3 項目，学習障害（LD）3 項目，言語発達障害 3項目，発達性協調運動障害（DCD）
2 項目，構音障害 7項目，音声障害 2項目，吃音 4項目である。通常学級在籍児およびことばの
教室に通う児童の保護者を対象に質問紙調査を実施した。あわせて教員にも指導している障害
種別を尋ねた。 
 
４．研究成果 
（1）結果 
通常学級在籍児 42 名（１年生 23 名，2 年生 19 名），ことばの教室に通う児童 134 名（１年生
55 名，２年生 79 名）が分析対象となった(表 1)。回答した 123 名の概要についても表 1に示し
たとおりである。 
ことばの教室の教員が回答した、児童の障害種について図 2に示した。該当の多い順は、構音
障害（32.1%）、吃音（27.6%）、構音障害＋吃音（7.5%）、言語発達障害（4.5%）、構音障害＋言語
発達障害（4.5%）であった。22.0%の児童が発達障害に単独あるいは重複で該当した。 
相談歴について保護者に尋ねた結果を、通級を利用しない通常学級の児童（以下、通常学級群）
とことばの教室を利用している児童の（以下、ことばの教室群）群において比較した結果を表 2
に示した。「乳幼児検診での指摘あり」については両群において有意差がみられなかったが、3歳
児検診については、ことばの教室群において、指摘のあった者の割合が有意に高い結果となった。
さらに、小学校入学までに専門機関で受けた療育については、心理療法と言語聴覚療法について、
同じく、ことばの教室群において、受けた者の割合が有意に高い結果となった。就学前に特別支
援学級を勧められた、就学後に在籍学級変更を勧められた割合については、両群で有意差がみら
れなかった（図 2）。これまでに個別検査実施を勧められた割合については、ことばの教室群が
30.3%と有意に高い割合を示しており、受けた経験がある割合についても 60.6%を示していた。 
ことばの教室群で個別検査を受けた者の中で、38.6%の児童が問題ありの評価を受けた。一方、
通常学級群の中でも、検査を受けた者の中で、7.1%が問題ありの評価を受けていた。 
次に、保護者がチェックリストに回答した結果から、ことばの教室で最も該当割合の平均値が
高い障害種は、順に吃音(37.0%)、言語発達障害（31.2%）、発達性協調運動障害 DCD（30.8%）、構
音障害（29.7%）であり、通常学級での結果と比較し有意に高い割合を示した（図 4）。一方、こ
とばの教室の ADHD（29.2%）、ASD（13.8%）、LD（24,6%）への該当割合は、通常学級の結果との比
較で有意差がみられなかった。音声障害は両群ともに 1%未満であった。 
同様に、保護者がチェックリストに回答した結果から、各障害の cut-off 値を設定した。ASD 児
（n=7）は cut-off2 点で感度 43％特異度 90％、ADHD 児（n=3）は cut-off1 点で感度 67％特異度
48％、LD 児（n=12）は cut-off2 点で感度 83％特異度 90％、言語発達障害児（n=16）は cut-off1
点で感度 88％特異度 95％、DCD 児（n=3）は cut-off2 点で感度 67％特異度 71％、構音障害児
（n=71）は cut-off1 点で感度 93％特異度 93％、音声障害は通級教員の回答では該当した者がい
なかった。吃音（n=49）は cut-off1 点で感度 98％特異度 94％となった。 
 
（2）考察 
まず、ことばの教室への入級審査のためのチェックリストにおいて、専門家への相談歴、検査
を受けた経験等についての回答は、その後のことばの教室の利用を予測できる可能性があるこ
とから、情報を得ておくことは有効であることが確認された。担当教員による回答から、言語障
害以外に発達障害等を対象とした指導も行っている現状が明らかにされ、発達障害に関する項
目を設定することの重要性についても示唆された。 
次に、本チェックリストの言語障害の項目については通常学級の児童との差が明らかであり、
判別可能であると考えられるが、発達障害においては判別が困難である可能性が示唆された。今
後は、発達障害に関する項目の検討が求められる。さらに、音声障害への該当が少ない点につい
ては慎重な解釈が必要であり、構音障害に該当した児童への精査の方法を分かりやすく示すな
どの工夫についても検討する必要がある。 
最後に、本チェックリストを使用することで通級に通う必要のある児童を、ある程度は検出で
きる可能性が示唆された。一方で，対象障害によってはサンプルサイズが小さいために精度が低
くなっていることや、検出に有用でなかった項目もみられたため、今後はそれらの検討が必要で
あると考えられる。 
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 表 1 対象者の概要 

 

 

 
 
 

 
図 1 ことばの教室の児童が該当した障害種 
 
表 2 相談歴 
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図 2 就学前・就学後に特別支援学級を勧められた割合 
 
 

 
 
図 3 個別検査を勧められた経験について 
 
 

 
 
図 4 各障害に該当した割合の比較 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The influence of stuttering and co-occurring disorders on job difficulties among adults who
stutter

Speech, Language and Hearing 235～244

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Iimura Daichi、Miyamoto Shoko 25
 １．著者名

10.1080/02699206.2021.2001048

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of linguistic factors on the occurrence of stuttering-like disfluency among Japanese-
speaking preschool children who stutter

Clinical Linguistics &amp; Phonetics 1-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Iimura Daichi、Takahashi Saburo、Fukazawa Natsuki、Morita Natsumi、Oe Takuya、Miyamoto Shoko 37
 １．著者名

10.1044/2022_PERSP-21-00287

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Estimating the Prevalence of Specific Learning Disorder, Attention-Deficit/Hyperactivity
Disorder, and Autism Spectrum Disorder in Japanese School-Age Children Who Stutter

Perspectives of the ASHA Special Interest Groups 947-958

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miyamoto Shoko、Kobayashi Hiroaki、Sakai Naomi、Iimura Daichi、Tsuge Masayoshi 7
 １．著者名

言語聴覚学科学生の会話能力向上プログラムの効果の検証

健康科学研究 27-33

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
内山千鶴子、春原則子、後藤多可志、今富摂子 16
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
言語聴覚療法学を専攻する学生の会話場面における非言語行動の特性分析（2）

リハビリテーション教育研究 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
内山千鶴子，春原則子，後藤多可志 28
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
AACを導入してコミュニケーション能力の向上が認められた先天性多発性関節拘縮症の幼児について：訪問
による実践報告

コミュニケーション障害学 123-131

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
木下亜紀，後藤多可志 38(2)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
言語聴覚療法学専攻学生を対象とした「改訂版 臨床場面における会話能力評定尺度」について－信頼性と
妥当性の検討－

健康科学研究 67-72

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
後藤多可志，春原則子，渕田隆史 15
 １．著者名

10.5112/jjlp.63.132

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Case Study of a Child Showing Cluttering Symptoms with Reduced Frequency of Disfluency

The Japan Journal of Logopedics and Phoniatrics 132～142

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Miyamoto Shoko、Tateda Miyako、Fukazawa Natsuki、Iimura Daichi 63
 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1044/2021_JSLHR-21-

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development and Validation of the Japanese Version of the Consensus Auditory-Perceptual
Evaluation of Voice

Journal of speech, language, and hearing research 4754-4761

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kondo,K., Mizuta,M., Kawai, Y., Sogami, T., Fujimura,S., Kojima, T., Abe, C., Tanaka, R.,
Shiromoto,O., Uozumi,R., Kishimoto,Y., Tateya,I., & Omori,K.

64(12）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ケプストラム分析に適した日本語文章の検討:―「北風と太陽」の比較―

音声言語医学 99-107

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
逢坂美加，城本修 62(2）
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
VFE短縮版における訓練効果の検討

音声言語医学 108-115

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
古川 怜奈, 田口亜紀, 城本修 62(2)
 １．著者名

10.1016/j.anl.2020.08.013

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The prevalence and clinical features of spasmodic dysphonia: A review of epidemiological
surveys conducted in Japan.?

Auris, nasus, larynx 179-184

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hyodo, M., Hisa,Y., Nishizawa, N., Omori,K., Shiromoto, O.,Yumoto, E.,Sanuki, T., Nagao,A.,
Hirose, K., Kobayashi, T., Asano, K.,  & Sakaguchi, M.

48(2)
 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1044/2021_LSHSS-21-00044

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Treatment for school-aged children who stutter: A systematic review of Japanese literature

Language, Speech, and Hearing Services in Schools 561-583

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Iimura, D., Kakuta, K., Oe, T., Kobayashi, H., Sakai, N., & Miyamoto, S. 53
 １．著者名

10.1080/02699206.2021.2001048

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of linguistic factors on the occurrence of stuttering-like disfluency among Japanese-
speaking preschool children who stutter

Clinical Linguistics & Phonetics －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Iimura, D., Takahashi, S., Fukazawa, N., Morita, N., Oe, T., & Miyamoto, S. 36
 １．著者名

10.1044/2021_PERSP-21-00018

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The assessment of possible cluttering in Japanese adults who stutter: Analyzing the ratio of
disfluencies

Perspectives of the ASHA Special Interest Groups ? Global Issues in Communication Sciences and
Related Disorders

1273-1280

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Iimura, D. & Miyamoto, S. 6(5)
 １．著者名

10.11477/mf.6001200335

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
吃音者の持つコミュニケーションの認識についての予備的検討：テキストマイニングによる非吃音者との
比較

言語聴覚研究 146-151

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
飯村大智，宮本昌子 18(3)
 １．著者名



2022年

2022年

2021年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.5112/jjlp.61.50

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Reliability and Validity of Vocal Fatigue Index (VFI) in Japanese Version

The Japan Journal of Logopedics and Phoniatrics 50～60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Shiromoto Osamu、Suematsu Miho 61
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
学齢児吃音児が抱える困難を包括的に評価する質問紙OASES-S-Jの標準化

コミュニケーション障害学 113-122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
角田 航平，灰谷 知純，酒井 奈緒美，北條 具仁，小林 宏明，宮本 昌子，森 浩一 38(2)
 １．著者名

10.1044/2022_PERSP-21-00287

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Estimating the Prevalence of Specific Learning Disorder, Attention-Deficit/Hyperactivity
Disorder, and Autism Spectrum Disorder in Japanese School-Age Children Who Stutter

Perspectives of the ASHA Special Interest Groups ? Global Issues in Communication Sciences and
Related Disorders

in print

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Miyamoto, S., Kobayashi, H., Sakai, N., Iimura, D., & Tsuge, Y. 7(2)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
吃音児・者の臨床研究の質の評価：バイアスリスクの評価を中心に

特殊教育学研究 in print

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
飯村大智 60(2)
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3850/S2345734120000124

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Word Sound Retrieval Abilities in Japanese Children With Developmental Dyslexia - Report Based
on the Use of Picture Naming Tasks in Discrete Condition -

Asia Pacific Journal of Developmental Differences 235～247

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Gotoh Takashi, Uno Akira, Haruhara Noriko 7
 １．著者名

10.22158/jar.v4n2p20

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Developmental Changes in Cube Copying Abilities of Japanese Children with Typical
Development

Journal of Asian Research p20～p20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Gotoh Takashi、Haruhara Noriko、Ishii Rina、Mogami Asako、Matsunaga Ayumi 4
 １．著者名

10.11477/mf.1552201874

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
入門講座 リハビリテーション医療のエビデンス-言語聴覚療法･2 音声障害-音声障害の行動学的治療(音声
治療)に関するエビデンス

総合リハビリテーション 151～157

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
城本 修 48
 １．著者名

10.5112/jjlp.61.18

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of Japanese Short Sentences Suitable for Cepstrum Analysis

The Japan Journal of Logopedics and Phoniatrics 18～30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shiromoto Osamu、Okuda Azusa、Miyaji Ryusei、Abe Chika 61
 １．著者名



2020年

2021年

2021年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.34572/jcbd.11.1_48

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
吃音のある学齢児の指導（訓練）・支援

子どものこころと脳の発達 48～54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
小林 宏明 11
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
言語聴覚療法学を専攻する学生の会話場面における非言語行動の特性分析

健康科学研究 43-50

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
内山千鶴子、春原則子、後藤多可志 14
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
知的障害特別支援学校と外部専門家の連携に関するアンケート調査－知的障害特別支援学校教員は外部専
門家の言語聴覚士に何を望んでいるのか－.

健康科学研究 27-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
後藤多可志、春原則子、高久聖也、土佐林有紀、荻布康子、廣瀬美咲 14
 １．著者名

10.11477/mf.6001200286

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
原著 言語聴覚療法学を専攻する学生の会話能力向上を目的としたビデオ教材の開発と教育効果の検証

言語聴覚研究 154～161

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
後藤 多可志、春原 則子、髙﨑 純子、今富 摂子 17
 １．著者名



2020年

〔学会発表〕　計19件（うち招待講演　1件／うち国際学会　0件）

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

一般社団法人　全国リハビリテーション学校協会　第35回教育研究大会・教員研修会

第21回発達性ディスレクシア研究会

第21回発達性ディスレクシア研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

内山千鶴子、春原則子、後藤多可志

佐野剛雅、後藤多可志、宇野彰、春原則子

春原則子、宇野彰、後藤多可志、金子真人

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

言語聴覚療法学を専攻する学生の非言語行動の特性分析からみた会話における授業効果の検討

音韻障害を認めない特異的言語障害（SLI）2例の障害機序

発達性ディスレクシア児の音読速度に関わる認知機能の検討

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
吃音を伴う場面緘黙児童への介入経過－Lidcombe Programを適用した効果の検討－

障害科学研究 227-239

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
宮本昌子、飯村大智、深澤菜月、趙成河、園山繁樹 45
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第20回発達性ディスレクシア研究会
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